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蘭州近況その５０（2016 年 10 月） 

 

  

将軍院の楓               楡中の杏 

 

深まる秋 

 今年の秋は例年より寒く感じます。先日、蘭州でどんよりとした曇りの日に

気温が 0～9℃まで下がりました。そのため、暖房は昨年より早く始まりました。

私の部屋も 10 月 21 日にはスチームが通るようになりました。暖房の温度はあ

まり高くはありませんが、それでも部屋の中で震えることは無くなりました。 

 キャンパスの樹木は次々と葉を落とし始めました。掃除のおばさんたちが掃

いても掃いても、道路は落ち葉で黄色く染まります。そういえば 10 月 27 日は

朝から雪が降り始め、初冠雪となりました。ただ、蘭州は日射しが強いので、

積もった雪はあっという間に融けてゆきます。キャンパスの木々は来週辺りに

はすっかり葉を落とし、冬の装いに変わっていることでしょう。 

 

  

 キャンパスの蔦（名前は？）   恋人公園のポプラ？ 
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財布を持たない学生たち 

 さて、今回は最近感心した学生たちのスマホの報告です。現在、キャンパス

の学生はほぼ 100％スマートフォンを所持しているでしょう。まだガラ携で済ま

せているのは私ぐらいなものです。スマホをサポートする通信会社は中国電信、

中国移動、中国聯通などで、キャンパスの中にそれぞれサービス・ショップを

設けています。中国のスマホは通信チップを入れ替えるだけで通信会社を選べ

るので、通信会社はしょっちゅう様々なキャンペーンを繰り返しシェアの拡大

に余念がありません。 

 

  学生のスマホ画面、たくさんのアプリが 支付宝の支払い画面 

 

 以前近況３７でインターネットの出前サービスについて紹介しましたが、再

び振り返ってみます。現在、楡中キャンパスでは出前サイトの「餓了マ」と「美

団外賣」が熾烈なシェア争いをしています。学生はスマホから好きなサイトを

呼び出し、そこのレストランや食堂と料理を選びます。するとサイト経由でレ

ストランに注文が入り、レストランは料理を作って、学生寮まで配達をすると

いう仕組みです。支払いはサイトで行われるため現金は不要です。サイト側は

売上げを伸ばすため、料理を割り引いたり、おまけの飲料をつけたりと必死で

す。そのためレストランへ行って食べるより、出前を頼む方が安くなりました。

この出前サービスは昨年から始まり、当初の大騒ぎはなくなりましたが、着実

に利用されています。 

 次にお財布携帯です。キャンパス周辺の商店や食堂、レストランでは店にか

ならずＱＲコード（日本にもある四角い磁気コード）が貼ってあります。その
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コードにスマホをかざすと、財布サイトの「支付宝」へつながり、そのサイト

を経由して店の画面が表示されます。支払いはその画面から金額を入力するだ

けで済みます。そして、支払い完了の確認画面を店にみせるだけで支払いが終

わります。 

 この仕組みはみんなで食事をして、割り勘にする時に便利です。食事が終わ

ったあと代表者がスマホで店へ支払います。次に参加者が割り勘の料金を代表

者のサイトへ入力して終わりです。これまで割り勘を支払う時は、小銭が無い

といちいち相手にお釣りを支払うのが面倒でした。また、20.3元とか 24.5元と

いった端数が出るとこれもたいへんでした。今ではスマホで相手のサイトへ数

字を入力するだけで終わります。みんなで食事をして現金で払うのはいよいよ

私だけになりました。 

 

 キャンパス自転車    自転車のカギ、解錠のキーはスマホで 

 

キャンパス自転車 

 今学期から蘭大の楡中キャンパスではキャンパス自転車のサービスを始めま

した。キャンパス自転車とは学生たちへキャンパス内で自由に乗り降りできる

自転車を有料で提供するサービスで、北京大学で始まり、全国の大学へ広がり

つつあります。蘭州大学ではこのために数百台の黄色い自転車をそろえました。 

 学生たちはまずスマホに自転車アプリ（ソフト）を導入します。このアプリ

を使って、使いたい自転車の車両番号を入力します。すると、サイトからその

自転車の施錠を外すキー番号が送られてきます。使い終わった時は、自転車に

施錠をして、サイトへ使用終了の操作をするだけです。そうすると使用時間に

応じて使用料金がチャージされます。 

 黄色い自転車はキャンパスのどこにでも乗り捨ててあります。学生たちは授

業で寮から教室へ行く時、あるいは、逆に教室から寮へ帰る時によく使ってい
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ます。私は 1 日 1 万歩を歩くため、この自転車を利用したことがありません。

ただ、いきなりキャンパスに自転車が数百台増えたことになります。私は歩行

者と自転車の接触事故が増えるのではないかと心配していますが、はたしてど

うでしょうか。もっとも、この自転車を使う前提はスマホですから、私には資

格がありません。       

こう見ると、学生たちの生活にとって、スマホはなくてはならないものにな

っています。場合によっては日本の学生より、利用率、あるいは、依存率が高

いかもしれません。キャンパスはりっぱなスマホ社会です。 

  

  

 バドミントンコートの梨            バドミントンコートの柳と梨 

                                      以上 


